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＜－年を振り返って＞
（１）ｓ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて
・進級時、Ｓ児は自分の思いを相手に伝えられず、困ったことがあるとその場からいな
くなってしまったり、譲りたくない物でも相手に譲ってしまったりしていた。そのた
め、「相手に対する悶々とした気持ちをもつ経験」をすることが多かった。そこで、
Ｓ児が友達とかかわる時には、教師は言葉を補ったり、後ろ盾になったりしてきた。
その中でＳ児は、「言いたいことを伝える伝え方」を学び「伝えることができた自信」
をつけてきた。それらは、遊びの中で「仲の良い友達に自分の思いを伝える」という
姿につながっていった。遊びの中で自分の思いを伝えることをくり返し学んでいくこ
とで、さらに自信がつき、集団の中で自分を出していけるようになった。例えば、牛
乳タイムの中で、決まりきった言い方ではあるが、「友達と一緒にみんなに伝えるこ
と」ができたことである。さらには、遊びの中で困ったことが起きてもその場から離
れず、友達に気持ちを伝え「言いにくいことでも相手に伝えなければならない大切さ」
を学ぶことができたと考える。
（２）学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわりについて
○環境の構成について
.Ｓ児のように思いを出すのが苦手な幼児は、友達とのトラブルにもならず、不満を抱
えて生活していることが多い。そのような幼児には、教師との楽しい共通体験と、教
師がいる安心感が大切であることが再確認できた。教師は一緒になって毎曰のように
サッカーなどをして遊び、楽しい雰囲気をつくってきた。また、牛乳タイムという自
分の思いを発表する場で、教師も一緒になって友達の話を聞き、何を言っても受け入
れてもらえる雰囲気をつくってきた。Ｓ児にとっても、もちろん物的環境をないがし
ろには出来ないが、まずは安心して園生活を送れる環境を構成していくことが大切で
ある。
○教師や友達のかかわりについて
・事例ｌ，２のように教師が見守っていただけでは、Ｓ児の思いを引き出せなかった。
教師が共感したり、思いを代弁したり、言葉を補ったりというかかわりがＳ児にとっ
て足りなかった。そのような中で、Ｓ児が思いを出せるようになってきたのは、教師
との間に少しずつ信頼感ができてきたこともあるが、仲の良い友達がＳ児の思いを汲
み取ってかかわってくれたのが大きい。自分の思いを分かってくれるという安心感や
思いが伝わった嬉しさが、Ｓ児の思いを伝えようとする意欲につながっていた。
－９７－
